
東

籍

図

類

地

尽

の

清

水

靖

夫

地
籍
図
と
は
元
来
土
地
台
帳
に
附
さ
れ
た
地
図
で
、
そ
の
土
地
の
位
置
を
示
す
為
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
ふ
れ
る
地
図
は
都
市
図

の
一
類
型
と
し
て
、
そ
の
特
徴
あ
る
表
現
法
と
、
そ
の
持
つ
地
理
的
な
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

都
市
図
の
様
式
と
し
て
は
、
道
路
網
を
描
い
た
も
の
と
、
各
土
地
の
地
番
を
記
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
土
地
の
地
番
を
示
す
際
に
単
に

該
当
位
置
に
そ
れ
に
当
る
数
字
を
描
い
た
も
の
と
、
そ
の
該
当
位
置
の
区
画
を
描
い
た
も
の
と
が
あ
る
o

比
較
的
縮
尺
の
大
き
な
明
治
期

の
都
市
図
は
地
番
毎
の
区
画
を
示
し
た
も
の
が
多
く
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
本
来
の
地
籍
図
と
は
異
な
る
が
地
図
の
様
式
の

一
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
様
式
の
地
図
を
地
籍
図
類
と
呼
び
た
い
と
思
う
。

東京の地籍図類

江
戸
切
絵
図
型

一
、
東
京
荷
分
絵
図

明
治
維
新
後
の
地
図
は
ま
だ
江
戸
時
代
の
様
式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
江
戸
の
文
字
を
東
京
と
変
え
て
内
容
は
従
来
の
ま
ま
か
、
あ
る

157 

い
は
若
干
の
修
正
を
加
え
た
の
み
で
出
版
し
た
も
の
が
多
く
、
明
治
十
年
位
迄
の
聞
は
こ
の
型
式
の
図
が
多
か
っ
た
。
版
は
木
版
刷
、
和
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紙
を
用
い
、
大
型
一
枚
図
も
あ
る
が
、
大
縮
尺

和紙

図
と
し
て
は
「
東
京
街
分
絵
図
」
が
あ
る
。

」
の
図
は
直
接
地
籍
図
と
は
い
い
難
い
が
、

無彩

各
大
名
屋
敷
、
武
家
屋
敷
等
を
各
戸
毎
に
示
し

東京街分絵図(大名小路)明治 2年刊，木版

た
点
で
二
つ
の
型
式
と
し
た
o

ま
た
、
こ
の
切

絵
図
型
は
現
在
の
区
分
地
図
の
先
駆
を
為
す
も

の
で
あ
る
o

こ
の
型
式
中
で
は
尾
張
屋
版
が
最

も
普
及
し
て
お
り
、
こ
の
地
図
は
維
新
後
の
明

治
三
年
迄
に
全
三
十
枚
を
発
行
し
て
い
る
(
桐

箱
入
三
年
代
は
必
ず
し
も
全
部
明
治
年
号
が
用

い
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
幕
末
の
地
図
と
異
な

る
点
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
の
文
字
を

東
京
と
改
め
た
点
、
従
来
刷
彩
図
で
あ
っ
た
も

第 1図

の
が
色
を
刷
り
込
ん
で
い
な
い
墨
一
色
に
し
た

」
と
、
大
名
屋
敷
の
一
部
は
す
で
に
払
下
又
は

貸
下
の
状
況
に
変
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
c

区
制
の
施
行
、
桑
茶
樹
芸
計
画
に
よ
り
、
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第 1表 東京街分絵図(大きさはすべて横×縦)

l三一空 題簸| 内 題 ! 大 き さ | 最 終
(cm)1出版年

東京大名小路桜田内|御曲輪内大名小路絵図 I 53. 6X49. 7 I明治2

東京御郭外外桜田永田町l菌補改正麹町永田町外桜田絵 153.3X49. 41 λ 

東京麹町北番町|安政再販東都番町大絵図 I 73. OX49. 1 I明治3

東京御郭内小川町飯田町

東京市街日本橋南霊岸島

京橋南築地

両国浜町柳原

東京芝口愛宕山

東京御郭外，高輪白金辺
図

λY 麻 布竜土

青山長者丸

四ツ谷鮫川橋

赤坂御門外

グ 市ヶ谷牛込御門外

東京小日向築土

東京市街浅草御蔵前通

ρ 今戸浅草山谷

M 外神田下谷上野

本郷丸山湯島

市街内外白山駒込

東京御 郭外 王子 巣鴨

グ 大久保戸山高田

H 小石川大塚

l ご己M 込τ有 官11;'"ビ「門町

日開I駿河台小Ji/町
絵図 ! 72. 6X36. 7 I 

文久再刻八丁堀p 霊岸島日本 1

橋南之絵図 I 53. 2X49. 7 I文久3

万延改正新鋳京橋南，築地，
鉄砲洲絵図 I 53. 9X49. 4 I明治 1

日本橋北，内神田，両国浜町
明細絵図 I 49. 2X70. 2 I明治 2

増補改正芝口南，西久保愛宕
下之図 I 52. 3X49. 4 I明治 3

芝三回二本榎高輪辺絵図 I 72. 6X36. 8 I安政4

東都麻布之絵図 [ 53. 4X49. 5 I文久1

青山絵図 ! 53. 6X49. 5 I安政4
四谷，千駄ヶ谷，内藤新宿辺 I__ _ .._ _ I 
絵図 1 72. 6X49. 5 1嘉永2

元治再刻今井谷市兵衛町赤坂
全図 I 52. 7X49. 5 I元治2

市ヶ谷牛込絵図 I 53. 4X49. 3 I安政4

際川牛込小日向絵図 !万.6X36. 41万延 1

東都浅草絵図 I 53. 6X49. 4 I文久 1

改正新刻今戸箕輪浅草絵図 I 53. 6X49. 5 I嘉永 6

東都下谷絵図 I 91. 6X49. 4 I文久2
谷中，本郷，駒込，小石川辺 1::.:: . ::. : I 

絵図 I 72. 6X49. 1 I嘉永 3

東都駒込辺絵図 |53.4×49.41安政4

染井，王子，巣鴨辺絵図

牛込，市谷，大久保絵図

東都小石川絵図

54. 3X49. 3 1嘉永 7

53. OX49. 3 11 

53.3X49.1 安政4
音羽雑司ヶ谷 1.嘉永新鋳雑司ヶ谷音羽絵図 54. 6X49. 0 i 11 

グ 根岸日暮里|根岸，谷中日暮里豊島辺図

白金品川目黒l目黒白金辺

東京深川絵図i本所深川絵図

グ 本 所 絵 図|嘉永新鈴本所絵図

東京御郭外隅田川向島|安政新刻隅田川向嶋絵図

グ 内藤新宿成子!内藤新宿千駄ヶ谷辺図

53. 5X49. 3 I安政3

54. 2X49. 1 1安政4

53. 6x73. 7 I文久2

53. OX74. 6 I文久3

53. 5X49. 4 1安政3

53. 2X49. 4 I文久2
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第2図大日本改正東京全図深川区(部分，上方が北)



東京の地籍図類161 

大日本改正東京全図

166. 8X130. 6 (+32. 6X25. 0 別表)

112. OX88. 0 (十18.3X50. 5右)

115. OX103. 5 

107. 2X95. 4 (+9. 7X35. 0右，十56.3X23. 5下)

83. OX227. 7 (+56. 8X28. 6 台場図別図)

107. 7X96. 2 (十31.lX12. 5上，十37.OX20. 0左)

142. 6X85. 8 (十43.6X26. 3下，十18.3X38. 5左)

88. OX77. 2 

95. 2X122. 0 (十30.OX59. 0左)

119. 7X123. 7 (十42.OX51. 0右p 十46.4X49.0左)

185. 5X73. 0 

125. 1X92. 5 (十27.5X93. 6上)

91. OX180. 2 (十10.OX23. 8左)

110. 2X121. 5 (+52. OX61. 0) 

114. 8X140. 0 (+65. 5X20. 0右)

第2表

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

!

ー

町

回

料

橋

布

坂

谷

込

引

郷

谷

草

所

川

麹

神

日

京

芝

麻

赤

四

牛

小

本

下

浅

本

深

.•• 1
i
η
L
n
J
 
a
a
T
t
u
c
O

ヴ

d

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

間
も
な
く
こ
の
図
は
使
用
に
耐
え
な
く
な
る
。
維
新
を
前
後
と
し
た
過

渡
期
を
一
不
す
地
図
と
し
て
興
味
深
い

(第
1
図
お
よ
び
第
1
表)。

地
理
局
都
市
図
型

ニ
、
大
日
本
改
正
東
京
会
図

明
治
十
一
年
西
川
光
通
に
よ
り
編
輯
さ
れ
、
十
二
年
西
川
光
穏
に
よ

り
出
版
さ
れ
た
o

本
図
は
空
前
絶
後
と
考
え
ら
れ
る
大
規
模
な
都
市
地

図
作
製
作
業
で
、
各
区
別
に
よ
り
全
十
五
区
、
縮
尺
二
千
四
百
分
の
一
、

図
積
は
区
の
広
狭
に
よ
っ
て
異
な
る
(
第
2
表
)
。
例
言
に
「
一
、
此
図

ハ
曽
テ
東
京
府
庁
ニ
於
テ
管
下
一
般
ノ
精
細
地
図
ヲ
調
整
セ
ン
ト
テ
其

官
吏
ニ
命
シ
実
地
ニ
就
テ
調
査
ヲ
遂
ケ
ラ
レ
漸
ク
ニ
シ
テ
落
成
セ
シ
モ

ノ
ナ
ル
カ
早
ク
明
治
五
年
ノ
頃
ヨ
リ
着
手
サ
レ
爾
後
再
三
市
街
道
路
の

変
更
ア
ル
毎
ニ
之
ヲ
改
正
シ
殆
ン
ト
前
図
ヲ
一
変
ス
ル
ノ
際
ニ
方
リ
又

地
租
改
正
ノ
事
ア
ル
ヲ
以
テ
更
ニ
其
民
有
地
ノ
間
口
奥
行
坪
数
錯
す
ノ
精

細
ナ
ル
実
測
ヲ
得
テ
之
ヲ
記
入
シ
殆
ン
ト
大
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
世

15. 

間
未
タ
此
ノ
如
キ
精
細
綴
密
ナ
ル
良
地
図
ア
ル
ヲ
見
ス
:
:
:
只
謄
写
ノ

憧
府
庁
ノ
倉
庫
ニ
ノ
ミ
存
シ
:
:
:
」
と
あ
る
通
り
、
明
治
五
年
三
月
の
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三
角
測
量
、
そ
れ
に
つ
づ
く
地
形
、
測
図
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
成
果
に
最
も
忠
実
な
図
が
本
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
o

大
縮
尺
都
市
図

の
典
型
で
あ
り
、
地
籍
図
と
し
て
の
体
裁
を
最
も
備
え
た
図
で
あ
る
o

例
言
に
あ
る
よ
う
に
各
一
筆
毎
に
地
番
・
面
積
・
等
級
が
示
さ

れ
、
各
筆
の
周
囲
に
は
奥
行
・
間
口
、
が
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
公
有
地
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
の
表
示
、
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

宅
地
に
当
る
も
の
に
つ
い
て
は
民
有
地
と
同
じ
記
載
が
あ
る
。
公
園
・
神
社
・
寺
院
・
墓
地
に
つ
い
て
は
土
地
の
等
級
に
つ
い
て
の
表
示

は
な
い
。
こ
の
二
千
四
百
分
一
と
い
う
縮
尺
は
、
地
籍
図
(
公
図
)

の
縮
尺
が
六
百
分
一

(
一
分
↓
一
間
)

で
示
さ
れ
、
そ
の
四
分
ノ
一

の
縮
小
で
、
下
町
の
土
地
の
細
分
化
さ
れ
た
部
分
に
お
い
て
各
区
画
の
示
さ
れ
る
限
度
(
一
粍
↓
二
・
四
米
)
と
考
え
ら
れ
る
が
、
極
狭

部
で
は
周
囲
の
長
さ
と
地
番
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
面
積
・
等
級
は
周
囲
の
白
部
に
引
き
出
し
て
示
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徴
細
な
部

分
の
図
絵
と
文
字
の
表
現
は
こ
の
時
代
の
銅
版
地
図
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
銅
版
印
刷
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
中
に
は
明
治
十
一

年
十
一
月
の
区
画
整
理
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
の
記
載
が
あ
り
、
等
級
の
記
載
を
欠
く
。
土
地
の
等
級
は
明
治

十
二
年
四
月
表
示
で
、

一
号
に
貼
附
さ
れ
た
表
が
あ
り
、

一
等
か
ら
百
八
十
三
等
迄
区
分
さ
れ
、
百
坪
相
当
の
地
価
は
二
千
九
百
五
十
五

円
七
十
五
銭
か
ら
七
円
五
十
銭
迄
、
更
に
類
外
と
し
て
一
等
六
円
か
ら
九
等
二
円
二
十
五
銭
迄
、
合
計
百
九
十
二
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
地
価
の
等
級
の
分
布
は
現
今
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
時
の
状
況
と
の
比
較
は
都
市
地
理
上
興
味
あ
る
も
の
が
あ

る
。
地
図
の
定
量
的
な
正
確
さ
即
ち
点
の
位
置
の
正
確
さ
は
現
在
の
三
千
分
一
図
に
比
し
て
部
分
的
に
は
若
干
、
ず
れ
て
い
る
所
も
あ
る

が
、
多
少
の
偏
位
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
は
容
易
に
現
在
の
位
置
に
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
地
図
の
も

つ
定
性
的
即
ち
質
的
な
内
容
と
し
て
維
新
以
後
あ
ま
り
年
月
を
経
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
と
、
本
来
比
較
的
変
化
の
少
な
い
土
地
の

区
画
割
は
、
東
京
の
持
つ
都
市
と
し
て
の
性
格
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
な
地
図
資
料
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
o

そ
れ

ぞ
れ
の
地
図
の
図
積
は
第
2
表
に
示
し
、
図
の
一
部
を
第
2
図
と
し
て
示
す
c

尚
図
中
英
文
字
が
付
し
て
あ
る
が
、
銅
錆
家
が
欧
文
を
読



め
ず
、
そ
の
綴
字
に
誤
り
が
多
い
が
、
こ
の
地
図
の
価
値
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
銅
錆
は
麗
新
堂
、
銅
鋳
画
図
(
描
図
)

は
今
井
忠

晴
・
依
田
昌
令
・
山
本
清
茂
・
清
水
重
春
・
宮
崎
勝
美
・
落
合
源
左
衛
門
の
六
名
、
発
売
は
北
畠
茂
兵
衛
・
丸
屋
善
七
・
山
中
市
兵
衛
に

よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

三
、
内
務
省
地
理
局
東
京
実
測
図
①

内
務
省
地
理
局
@
で
は
横
浜
・
兵
庫
神
戸
・
大
阪
と
共
に
都
市
の
多
目
的
図
と
し
て
明
治
二
十
一
年
東
京
実
測
図
を
出
版
し
た
。
こ
の

図
は
折
本
十
五
枚
か
ら
成
り
、
大
七
枚
、
小
八
枚
、
表
紙
裏
の
凡
例
か
ら
明
治
五
年
三
月
の
測
量
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
る

が
、
明
治
七
年
の
内
務
省
の
火
災
に
よ
り
成
果
の
多
く
を
失
な
い
火
災
後
六
年
即
ち
明
治
十
三
年
に
図
が
完
成
し
、
銅
錆
は
明
治
十
八
年

で
あ
る
。
区
画
は
東
京
府
の
丈
量
図
に
よ
っ
て
記
入
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
改
正
東
京
全
図
と
同
じ
原
図
に
拠
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
縮
尺
が
他
の
都
市
と
同
じ
く
五
千
分
一
で
あ
る
こ
と
と
、
三
角
測
量
、
細
部
測
量
を
直
接
行
な
っ
た
官
街
で

あ
る
こ
と
と
、
明
治
初
期
の
地
図
学
的
な
知
識
の
宝
庫
と
も
い
う
べ
き
地
理
局
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
現
・
印
刷
共
に
最
も
良
く
当
を

得
て
お
り
、
都
市
図
型
の
地
籍
図
は
、
こ
こ
に
お
い
て
一
応
の
完
成
を
み
た
と
み
て
良
か
ろ
う
o

こ
の
地
図
は
後
に
出
版
さ
れ
る
都
市
地

東京の地籍図類

図
の
典
型
と
な
り
、
こ
の
様
式
は
陸
地
測
量
部
の
地
形
図
の
様
式
が
卓
越
す
る
大
正
期
に
到
る
問
、
代
表
的
な
様
式
と
し
て
民
間
諸
地
図

を
風
廃
す
る
。
尚
こ
の
地
図
は
明
治
二
十
八
年
東
京
市
区
改
正
委
員
会
に
版
権
が
移
譲
さ
れ
、
そ
こ
の
名
称
で
印
行
さ
れ
て
い
る
c

四
、
松
浦
宏

東
京
大
小
区
分
絵
図

163 

内
務
省
地
理
局
、
西
川
光
通
に
先
立
つ
明
治
七
年
本
所
在
住
の
松
浦
宏
に
よ
っ
て
、
前
二
者
と
同
じ
成
果
に
よ
る
地
図
が
出
版
さ
れ
て
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東京大小区分絵図

38.1X40.7 

47. OX35. 4 

44. 2x34. 3 

42. 2X32. 9 

48. 8x34. 9 

49. OX36. 0 

46. OX32. 3 

48.4X34.6 

49. 2X33. 6 

62. OX30. 0 

55. 3X30. 5 

48. 7X34. 7 

50. 6X33. 5 

48.8X34.1 

45. 7X32. 4 

47. 6X33. 5 

47. 6X32. 7 

45. 8X32. 0 

46. 2x33. 0 

56. 7X29. 0 

46. 6X32. 7 

48. 7X32. 8 

47. 8X34. 4 

45. 5X33. 3 

49. OX33. 3 

48. OX34. 7 

48. 8X31. 7 

47. 2X34. 8 

47. OX36. 0 

/1 

λF 

明治7年

松浦宏

1. 2. 3小区

5.6.7.16.17小区

8. 9. 10小区

4. 11小区

12. 13. 14小区

1. 2. 4 /1 

3. 5 

6. 7 

8. 9 

10. 11 

12 

1. 2 

3. 4 

5. 6. 9 

6. 9. 10 

7. 8 

11 

1. 2 

3. 4 

5. 6 

7. 8 

9. 10 

1. 2 

5. 8 

3. 4. 7 

6. 9. 10 

13 

1. 2 

3. 4. 5 

発行書鹿

本所加藤又兵衛

縮尺 1 : 4000 

銅版，手彩，和紙

(第2大区3号---6号明治8年)

折った大きさ 6. 3X14. 7cm 

い
る
。
内
容
に
は
前
二
者
に
比
べ
て
稚
拙
さ
は
あ
る
が
、
都
市
図
型
の
地
籍
図
の
最
初
の
出
版
物
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
こ
の
地
図
は
全

グ

λF 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

ノγ

/ノ

/ノ

λy 

/1 

/1 

λF 

/1 

/1 

/1 

七
年
改
訂
の
こ
の
大

小
区
制
の
行
政
区
画
に
よ
っ
た
数
少
な
い
も
の
で
あ
る
o

江
戸
切
絵
図
型
の
あ
と
を
受
け
た
区
分
図
で
あ
り
、
明
治
十
一
年
に
は
区
郡
制

/1 

/1 

/1 

の
施
行
と
共
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
銅
版
手
彩
に
よ
る
和
紙
で
縮
尺
は
四
千
分
一
乃
至
二
千
四
百
分
一
(
第
一
大
区
一
号
の
み
)
、
桐
箱

グ

第3表

乙

甲

甲

J

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

1

2

3

4

4

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

 

区

区

区

区

区

区

大

大

大

大

大

大

司

ょ

っ

“

q

o

A

A

F

b

n

o

第

第

第

第

第

第

入
で
あ
る
。
発
行
年
は
第
二
大
区
の
二
一

t
六
号
が
明
治
八
年
で
あ
る
外
は
す
べ
て
明
治
七
年
、
地
番
と
そ
の
区
画
を
示
し
た
の
み
で
あ
る
。

二
十
九
枚
か
ら
な
り
第
3
表
に
あ
る
よ
う
に
大
小
区
制
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
区
分
図
で
あ
り
、
明
治
二
年
施
行
、
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一図

二図

ー図

二図

下谷区

区

区

区

グ

草

グ

所

川

浅

木

深

改正区部東京切絵図

東京切絵図

か

11 

Fノ

一図

二図

11 

荏原・東多摩両郡全図

南北豊島郡全図

南足立・南葛飾両郡全国

λF 

民
U

門

d

Q

U

O

-

u

n

v

'

L

9白

q

d

A
官

旬

i

咽

i

噌

よ

噌

i

円
r白
内

4

η

L

円

4

η

L

一図

二図

第 4表

一図

二図

麹町区

神田区

日本橋区

京橋区

芝区

11 

麻布区

赤坂区

四谷区

牛込区

小石川区

λソ

本 郷 区

改正区部

東京切絵図

号

1

2

3

4

第

，ゲ

11 

11 

11 

11 5

6

7

8

9

0

 
司
自
ム

11 

25 

改正 区部東京切絵図全25折

折った大きさ 9.0X12.5cm 

縮尺 1 : 6000 

35. 5X49. 5又は 49.5X35. 5 

銅版，無彩，和紙

図

図

図

図

一一一一一一

11 

11 

fI 

11 

11 

fI 

t
i
η
，u
q
a
a
a
&
w
b
 

唱

2
A

噌
E
ム

咽

'

ム

噌

E
ム

句

'

玉
、
区
郡
改
正
東
京
切
絵
図

」
の
地
図
は
明
治
十
一
年
の
区
郡
改
正
後
間
も
な
く
し
て
出
版

さ
れ
た
区
分
地
図
で
あ
り
、
松
浦
版
の
区
分
絵
図
よ
り
、
体
裁
は

整
っ
て
い
る
が
内
容
は
大
同
小
異
。
級
密
な
銅
版
に
よ
る
和
紙
、

無
彩
、
縮
尺
は
全
て
六
千
分

(
八
ム
図
の
十
分
ノ
一
)
で
、
面
積

の
広
い
区
に
対
し
て
は
二
図
に
分
け
て
い
る
。
全
二
十
五
枚
、
明

治
十
二
年
版
権
届
、
十
三
年
、
編
輯
人
小
林
安
信
、
出
版
人
中
村

熊
次
郎
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
各
図
共
十
銭
、
桐
箱
入
で
あ
る
。

図
名
等
は
第
4
表
に
示
し
た
。

六
、
東
京
市
十
五
区
区
分
地
図

グ

明
治
四
十
二
年
、
木
村
良
一
は
、
東
京
市
十
五
区
の
区
分
地
図

を
著
作
し
、
兵
林
館
に
お
い
て
発
行
し
、
富
山
房
が
大
売
捌
を
行

11 

な
っ
た
。
こ
の
地
図
は
明
治
四
十
二
年
九
月
調
査
と
い
う
こ
と

で
、
平
版
、
洋
紙
を
用
い
た
色
刷
で
あ
る
が
、
図
積
が
同
じ
為
に

縮
尺
は
各
区
に
よ
っ
て
全
て
異
な
り
(
第
5
表
に
示
す
て
そ
の
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1 : 9500 

1 : 7000 

1 : 9500 

1 : 43000 

東京市十五区区分地図

下谷区

麻布区

深川区

郡部明細図

第 5表

明治42年9月調査

か 10月発行

定価 10銭 54. 5X39. Ocm 

壱組16枚 1円60銭

著作者木村良

発行所兵 林 館

1 : 5000 

1 : 8300 

1 : 8400 

1 : 7000 

1 : 8000 

1 : 5000 

1 : 5500 

1 : 7500 

1 : 8500 

1 : 10000 

1 : 6500 

1 : 7000 

匹l谷区

本所区

浅草区

京橋区

麹町区

神田区

日本橋区

小 石川区

本郷区

芝区

牛込区

赤坂区

為
に
こ
の
地
籍
図
様
式
に
一
部
無
理
が
あ
る
o

記
号
な
ど
に
も
陸
地
測
量
部
の
地

図
の
影
響
が
見
え
は
じ
め
、
こ
の
様
式
の
民
間
図
は
こ
の
あ
と
無
く
な
る
。
こ
の

図
は
内
務
省
地
理
局
の
地
図
を
基
図
と
し
、
再
編
集
を
行
な
っ
た
図
で
あ
る
こ
と

は
比
較
に
よ
り
容
易
に
判
明
す
る
。
地
形
は
ケ
パ
を
用
い
て
い
る
。
東
京
が
都
市

と
し
て
日
露
戦
争
後
の
膨
張
の
様
子
を
市
区
改
正
道
路
、
電
車
予
定
線
等
を
赤
で

印
刷
し
て
示
し
て
い
る
。
尚
発
行
年
月
日
等
の
記
載
は
袋
の
裏
に
有
り
、
地
図
の

図
幅
内
に
は
図
名
・
縮
尺
・
方
位
の
記
載
は
あ
る
が
、
発
行
所
等
の
名
称
は
な

L 、
O 

七
、
東
京
逓
信
局
の
区
分
地
図
@

明
治
四
十
四
年
逓
信
局
編
纂
と
し
て
各
区
別
の
五
千
分
一
図
を
作
製
し
、
逓
信

協
会
か
ら
発
行
し
た
o

こ
の
地
図
は
地
形
の
ケ
パ
を
緑
色
の
ベ
タ
で
示
し
、
道
路

も
色
を
用
い
て
お
り
、
見
易
い
が
、
地
理
局
の
五
千
分
一
と
大
差
は
な
い
ば
か
り

か
、
基
図
は
明
ら
か
に
地
理
局
の
東
京
実
測
図
で
あ
る
。
更
に
利
用
度
が
高
か
っ

た
為
と
思
わ
れ
る
が
、
大
正
八
年
再
版
を
発
行
し
て
い
る
。

こ
こ
に
若
干
の
同
一
型
式
の
都
市
図
を
掲
げ
、
そ
の
系
統
と
、
そ
の
基
礎
と
な



っ
た
資
料
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
。
地
籍
図
と
い
う
特
殊
な
用
途
に
用
い
る
地
図
か
ら
一
般
に
用
い
る
地
図
の
様
式
へ
の
派
生
の
一

例
と
も
云
え
よ
う
し
、
大
縮
尺
都
市
地
図
の
一
般
的
な
型
式
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
o

我
が
国
に
お
け
る
都
市
地
図
の
発
行
件
数
の
最

も
多
い
の
は
東
京
で
あ
り
、
区
分
地
図
の
型
式
が
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
の
も
東
京
の
地
図
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
都
市
地
図

の
発
達
過
程
の
一
断
面
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

内
務
省
地
理
局
で
明
治
初
年
行
な
っ
た
測
量
は
東
京
の
地
図
を
通
し
て
直
接
に
は
大
正
中
期
迄
、
間
接
に
は
都
市
地
図
と
い
う
も
の
そ

の
も
の
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
理
局
の
地
図
以
外
は
投
影
、
図
式
等
必
ず
し
も
地
図
学
的
に
は

問
題
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
測
量
成
果
で
あ
る
地
図
を
比
較
的
そ
の
ま
ま
の
姿
で
出
版
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
き
な
誤
り
は
無

し
と
し
て
良
か
ろ
う
。
ま
た
土
地
の
区
画
の
周
囲
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
西
川
光
通
の
地
図
の
み
で
あ
り
、
地
籍
図
的
特
徴
の

最
た
る
地
図
で
あ
る
o

逓
信
局
の
地
図
を
除
い
て
は
、
明
治
以
後
、
全
東
京
的
な
地
図
と
し
て
は
こ
の
様
式
は
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
様
式
の
地
図
は

そ
の
意
味
で
明
治
期
の
都
市
地
図
を
代
表
す
る
一
様
式
と
い
え
る
。
尚
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
秋
岡
武
次
郎
教
授
の
所
蔵
地
図
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

東京の地籍図類

註

清
水
清
夫

清
水
靖
夫

①
に
同
じ

五
千
分
一
東
京
図
そ
の
意
義
地
図
三
巻
一
号
昭
和
四
十
年

明
治
期
の
地
図
ビ
ブ
リ
ア
一
二
十
二
号
昭
和
四
十
年

③②①  
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